
「地域おこし協刀隊」制度を活用した耕種農家担い手確保対策X地域活性化X移住定住

1．地域おこし協力隊導入の効果（基本）

地 域

〇斬新な視点
（ヨソモノ・ワカモノ）
0協力隊員の熱意と行動力が
地域に大きな刺激を与える。

2．担い手確保対策（耕種農家）イメ ー ジ‘

耕種農家
※課題
・耕種農家の高齢化
・労働力不足

•JAの監督のもと、年間通していろいろな作
目の作業を経験

おこし協力隊
のオ能•能力を生かした活
とする暮らしや生き甲斐

•地域との交流⇒就農定住へ
・農業技術の提供
・研修の場の提供

•第3者継承先として提供

•労働力の提供
・農業研修•技術習得

新函館農業協同組合
せたな営農センタ ー

地方公共団体
0行政ではできなかった柔軟な地域おこし策
0住民が増えることによる地域の活性化

せたな町

家を目指す意欲の
隊の募集

目指す意
力隊員

•第3者継承者とのマッチング
•JA視点での経験による視野の拡大
•JA業務も研修計画に組み込み、生産者とJAの立
場での両者の経験値を積むことが出来る。


